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(57)【要約】
遠距離場の無線周波数（ＲＦ）遠隔測定システムは、所
定の周波数範囲内の周波数帯域を各々が代表する複数の
チャネルから選択されるアクティブチャネルを使用して
、埋込型医療装置と外部システムとの間でデータを伝送
する。１つ以上の優先チャネルは、チャネル毎に生成さ
れるチャネル品質指標に基づいて、複数のチャネルから
識別される。チャネルホッピングが必要な場合に、ホッ
プチャネルは、１つ以上の優先チャネルから選択され、
アクティブチャネルになる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓律動管理（ＣＲＭ）システムであって、
　埋込み遠隔測定モジュールを含む埋込型医療装置と、
　遠隔測定リンクを介して該埋込型医療装置と通信可能に連結される外部システムであっ
て、外部遠隔測定モジュールを含む、外部システムと
　を備え、
　該埋込み遠隔測定モジュールおよび該外部遠隔測定モジュールのうちの少なくとも１つ
は、
　　アンテナと、
　　該アンテナに連結される送受信機であって、該送受信機は、遠隔測定セッション中に
、少なくとも１つのアクティブチャネルを使用してデータを送受信し、該少なくとも１つ
のアクティブチャネルは、チャネル周波数帯域を各々が代表する複数のチャネルから選択
される、送受信機と、
　　該送受信機に連結されるチャネル選択器であって、該チャネル選択器は、チャネル選
択信号に応答して、１つ以上の優先チャネルから少なくとも１つのホップチャネルを選択
するように適合される、チャネル選択器と、
　　該チャネル選択器に連結されるホップ制御器であって、該ホップ制御器は、該少なく
とも１つのホップチャネルが選択されると、該少なくとも１つのホップチャネルを該アク
ティブチャネルにするように適合される、ホップ制御器と、
　　該チャネル選択器に連結されるチャネル品質分析器であって、該チャネル品質分析器
は、該複数のチャネルのうちの１つのチャネルと各々が関連付けられ、かつそのチャネル
を介して受信された信号の強度を標示する受信信号強度指標を各々が少なくとも含むチャ
ネル品質指標を生成するように適合され、該チャネル品質分析器は、該受信信号強度指標
を生成するように適合される受信信号強度検出器を含む、チャネル品質分析器と、
　　該チャネル品質分析器に連結される優先チャネル識別器であって、該優先チャネル識
別器は、該チャネル品質指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネ
ルを識別するように適合される、優先チャネル識別器と
　を含む、遠隔測定回路を含む、システム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのアクティブチャネルは、前記複数のチャネルから選択されるアク
ティブ送信チャネルと該複数のチャネルから選択されるアクティブ受信チャネルとを備え
、該アクティブ送信チャネルと該アクティブ受信チャネルとは、実質的に異なるチャネル
周波数帯域を代表しており、前記送受信機は、
　　該アクティブ送信チャネルを使用して、データを伝送する送信機と、
　　該アクティブ受信チャネルを使用して、データを受信する受信機と、
　　前記アンテナと、該送信機および該受信機のうちの１つとの間の接続を提供する送信
／受信スイッチと
　を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記遠隔測定回路は、前記アクティブチャネルに関連付けられるデータ伝送の品質を監
視するように、かつ該データ伝送の品質が１つ以上の基準を満たさない場合に、前記チャ
ネル選択信号を生成するように、適合される遠隔測定品質モニタをさらに備える、請求項
１および２のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項４】
　前記遠隔測定回路は、所定のスケジュールに従って、前記チャネル選択信号を生成する
ためのホップタイマをさらに備える、請求項１および２のいずれか１項に記載のシステム
。
【請求項５】
　前記遠隔測定回路は、前記遠隔測定セッションの開始時または開始前に、前記チャネル
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選択信号を生成する遠隔測定開始モジュールをさらに備える、請求項１および２のいずれ
か１項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記優先チャネル識別器は、１つ以上の所定の要件を満たす前記チャネル品質指標のう
ちの１つ以上を識別することによって、前記複数のチャネルから前記１つ以上の優先チャ
ネルを識別するように適合される、請求項１～５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記優先チャネル識別器は、チャネルをその関連付けられるチャネル品質指標に従い優
先順位を付けることによって、一連の優先チャネルを生成するように適合される、請求項
１～６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルのノイズフロアを標示するノイズフロア指標を備えており、前
記チャネル品質分析器は、該ノイズフロア指標を生成するように適合されるノイズ検出器
を備え、前記優先チャネル識別器は、少なくとも前記受信信号強度指標および該ノイズフ
ロア指標に基づいて、該複数のチャネルから前記１つ以上の優先チャネルを識別するよう
に適合される、請求項１～７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ノイズ検出器は、前記外部システムが、前記埋込型医療装置と通信可能に連結され
ていない時に、前記複数のチャネルのうちの各チャネルに関連付けられるノイズレベルを
測定することによって、前記ノイズフロア指標を生成するように構成される、請求項８に
記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ノイズ検出器は、前記複数のチャネルのうちの各チャネルに関連付けられるノイズ
レベルを測定することによって、そのチャネルを介して前記外部システムと前記埋込型医
療装置との間で伝送されるデータが無い時に、前記ノイズフロア指標を生成するように適
合される、請求項８に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられるフレーム交換メトリクスを備え、前記チャネル品質分析器は、該フレーム交換メ
トリクスを生成するように適合されるフレーム交換分析器を備えており、前記優先チャネ
ル識別器は、少なくとも前記受信信号強度指標および該フレーム交換メトリクスに基づい
て、前記複数のチャネルから前記１つ以上の優先チャネルを識別するように適合される、
請求項１～１０のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記フレーム交換分析器は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連
付けられる成功比率を計算するように適合される成功比率生成器を備え、該成功比率の各
々は、フレーム交換の総数に対する成功したフレーム交換の数の比率である、請求項１１
に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルの該チャネル品質指標の履歴を標示する性能履歴指標を備え、
前記チャネル品質分析器は、該性能履歴指標を生成するように適合される性能履歴追跡器
を備え、そして前記優先チャネル識別器は、少なくとも前記受信信号強度指標および該性
能履歴指標に基づいて、該複数のチャネルから前記１つ以上の優先チャネルを識別するよ
うに適合される、請求項１～１２のいずれかに記載のシステム。
【請求項１４】
　前記外部遠隔測定モジュールは、前記遠隔測定回路を備え、前記チャネル選択器は、前
記少なくとも１つのホップチャネルおよび前記１つ以上の優先チャネルのうちの１つ以上
を特定するデータを、前記遠隔測定リンクを介して前記埋込型医療装置に伝送するように
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適合される、請求項１～１３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記チャネル品質分析器は、前記チャネル品質指標のうちの各々についての少なくとも
１つの品質パラメータを、前記埋込型医療装置から受信するように適合される品質パラメ
ータ受信機を備える、請求項１～１４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１６】
　無線遠隔測定を介して埋込型医療装置と外部システムとの間でデータを伝送する方法で
あって、
　チャネル選択信号を受信することと、
　前記チャネル選択信号に応答して、１つ以上の優先チャネルからホップチャネルを選択
することと、
　該ホップチャネルをアクティブチャネルにすることと、
　該アクティブチャネルを使用して、前記埋込型医療装置と前記外部システムとの間でデ
ータを伝送することと、
　複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付けられ、かつ該１つのチャネル
を介して受信する信号の強度を標示する受信信号強度指標を各々が少なくとも含むチャネ
ル品質指標を生成することであって、該複数のチャネルのうちの各々のチャネルは、チャ
ネル周波数帯域を代表することと、
　該チャネル品質指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識
別することと
　を備える、方法。
【請求項１７】
　前記チャネル選択信号に応答して、１つ以上の第１の優先チャネルから第１のホップチ
ャネルを選択することと、
　該第１のホップチャネルを第１のアクティブチャネルにすることと、
　該第１のアクティブチャネルを使用して、前記埋込型医療装置から前記外部システムに
前記データを伝送することと、
　該チャネル選択信号に応答して、１つ以上の第２の優先チャネルから第２のホップチャ
ネルを選択することと、
　該第２のホップチャネルを第２のアクティブチャネルにすることと、
　該第２のアクティブチャネルを使用して、前記外部システムから該埋込型医療装置へ該
データを伝送することと
　を備え、
　前記１つ以上の優先チャネルは、該１つ以上の第１の優先チャネルおよび該１つ以上の
第２の優先チャネルを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記１つ以上の優先チャネルを識別することは、１つ以上の所定の要件を満たす前記チ
ャネル品質指標のうちの１つ以上を識別することによって前記複数のチャネルから該１つ
以上の優先チャネルを識別することを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つ以上の優先チャネルを識別することは、チャネルをその関連付けられるチャネ
ル品質指標に従って優先順位を付けることによって、一連の優先チャネルを生成すること
を備える、請求項１６および１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルのノイズフロアを標示するノイズフロア指標を備えており、前
記１つ以上の優先チャネルを識別することは、前記受信信号強度指標および該ノイズフロ
ア指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別することを備
える、請求項１６～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
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　前記チャネル品質指標を生成することは、前記各チャネルを使用して前記外部システム
と前記埋込型医療装置との間で伝送されるデータが無い時に、前記複数のチャネルのうち
の各チャネルに関連付けられるノイズレベルを測定することによって、前記ノイズフロア
指標を生成することを備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられるフレーム交換メトリクスを備えており、前記１つ以上の優先チャネルを識別する
ことは、前記受信信号強度指標および該フレーム交換メトリクスに基づいて、該複数のチ
ャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別することを備える、請求項１６～２１のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記フレーム交換メトリクスは、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が
関連付けられ、かつフレームの総数に対する成功したフレーム交換の数の比率である成功
比率を備えており、前記チャネル品質指標を生成することは、該成功比率を計算すること
を備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルの該チャネル品質指標の履歴を標示する性能履歴指標を備えて
おり、前記１つ以上の優先チャネルを識別することは、前記受信信号強度指標および該性
能履歴指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別すること
を備える、請求項１６～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記チャネル品質指標を生成することは、前記埋込型医療装置を使用して、該チャネル
品質指標のうちの各々についての少なくとも１つの品質パラメータを生成することを備え
る、請求項１６～２４のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（優先権の主張）
　本出願によって、米国特許出願第１１／４５６，９３７号（２００６年７月１２日出願
）の優先権の利益が主張され、その内容は参考として本明細書に援用される。
【０００２】
　（関連出願の引用）
　また、本出願は、同時係属の、同一人に譲渡された米国特許出願第１１／０３９，２０
０号（２００５年１月１９日出願、名称「ＤＹＮＡＭＩＣ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＳＥＬＥＣ
ＴＩＯＮ　ＦＯＲ　ＲＦ　ＴＥＬＥＭＥＴＲＹ　ＷＩＴＨ　ＩＭＰＬＡＮＴＡＢＬＥ　Ｄ
ＥＶＩＣＥ」）、および同第１１／４５６，９４２号（２００６年７月１２日出願、名称
「ＩＭＰＬＡＮＴＡＢＬＥ　ＭＥＤＩＣＡＬ　ＤＥＶＩＣＥ　ＴＥＬＥＭＥＴＲＹ　ＷＩ
ＴＨ　ＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ　ＨＯＰＰＩＮＧ」）に関連し、両出願は
、その全体を参考として本明細書に援用される。
【０００３】
　（技術分野）
　本書は、概して、埋込型医療システムの遠隔測定に関し、より具体的には、チャネル品
質指標を使用する適応的な周波数ホッピングによる周波数アジャイル型遠隔測定システム
に関する。
【背景技術】
【０００４】
　医療装置は、生理学的状態の監視、疾患の診断、疾患の治療、あるいは器官または組織
の機能の回復のために、ヒトの身体に埋め込まれる。このような埋込型医療装置の例とし
て、心臓律動管理（ｃａｒｄｉａｃ　ｒｈｙｔｈｍ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ；ＣＲＭ）装
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置、神経刺激装置、神経筋刺激装置、薬物送達装置、および生物学的治療装置が挙げられ
る。埋込型医療装置が、患者の長期治療を対象とする場合、そのサイズおよび電力消費は
、埋込み能力および寿命のニーズによって制限される。結果として、多くの埋込型医療装
置は、特定の機能を実行するために、外部システムに依存する。埋込型医療装置と外部シ
ステムとの間の通信は、遠隔測定を介して実行される。具体的な遠隔測定機能の例として
、特定の監視または治療的作業を実行するための、埋込型医療装置のプログラミング、埋
込型医療装置の動作状態の抽出、埋込型医療装置が入手するリアルタイム生理学的データ
の伝送、および埋込型医療装置が入手および格納する生理学的データの抽出が挙げられる
。
【０００５】
　埋込型医療装置と外部システムとの間の遠隔測定の１つのタイプは、密接して置かれた
２つのコイル間の相互インダクタンスを使用する、これらの回路の誘導結合に基づく。コ
イルの一方は、埋込型医療装置の一部であり、また、他方のコイルは、外部システムの一
部であり、典型的には、遠隔測定セッション中に患者に装着される。磁気的に結合された
通信を入手するためにはコイルが密接に位置しなければならないため、このタイプの遠隔
測定は、誘導遠隔測定または近接場遠隔測定と呼ばれる。
【０００６】
　遠距離場の無線周波数（ＲＦ）遠隔測定は、埋込型医療装置および外部システム間の通
信のための別の手段を提供する。遠距離場ＲＦ遠隔測定は、埋込型医療装置におけるＲＦ
送受信機および外部システムにおけるＲＦ送受信機を使用して実行される。遠距離場ＲＦ
遠隔測定により、患者は、可動性を制限するいかなる身体表面の装着からも解放される。
【０００７】
　埋込型医療装置と外部システムとの間の遠距離場ＲＦ遠隔測定は、種々の電磁干渉源が
存在する環境において動作することが多い。例えば、非ライセンス周波数帯域内の周波数
で動作する遠距離場ＲＦ遠隔測定リンクは、種々の医療電子装置、通信装置、および家電
製品からの環境干渉を受ける場合がある。このような干渉は、遠距離場ＲＦ遠隔測定リン
クを介するデータ伝送を遮断する可能性があり、また、データ伝送におけるエラーを引き
起こす可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、干渉が存在する場合に、外部システムと埋込型装置との間の遠距離場のＲ
Ｆ遠隔測定の品質を確保するニーズがある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　遠距離場のＲＦ遠隔測定システムは、所定の周波数範囲内の周波数帯域を各々が代表す
る複数のチャネルから選択されるアクティブチャネルを使用して、埋込型医療装置と外部
システムとの間でデータを伝送する。１つ以上の優先チャネルは、チャネル毎に生成され
るチャネル品質指標に基づいて、複数のチャネルから識別される。チャネルホッピングが
必要な場合に、ホップチャネルは、１つ以上の優先チャネルから選択され、アクティブチ
ャネルになる。
【００１０】
　一実施形態において、ＣＲＭシステムは、遠隔測定リンクを介して相互に通信する埋込
型医療装置および外部システムを含む。埋込型医療装置および外部システムのうちの少な
くとも１つは、アンテナ、送受信機、チャネル選択器、ホップ制御器、チャネル品質分析
器、および優先チャネル識別器を含む遠隔測定回路を含む。送受信機は、遠隔測定セッシ
ョン中に、少なくとも１つのアクティブチャネルを使用してデータを送受信する。アクテ
ィブチャネルは、チャネルの周波数帯域を各々が示す複数のチャネルから選択される。チ
ャネル選択器は、チャネル選択信号に応答して、１つ以上の優先チャネルから少なくとも
１つのホップチャネルを選択する。ホップ制御器は、ホップチャネルが選択されると、ホ
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ップチャネルをアクティブチャネルにする。チャネル品質分析器は、複数のチャネルのう
ちの１つのチャネルと各々が関係付けられ、かつそのチャネルの受信信号の強度指標を各
々が少なくとも含むチャネル品質指標を生成する。受信信号強度指標は、チャネルを介し
て受信する信号の強度を標示する。優先チャネル識別器は、チャネル品質指標に基づいて
、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。
【００１１】
　一実施形態において、ＲＦ遠隔測定を介して埋込型医療装置と外部システムとの間でデ
ータを伝送するための方法を提供する。チャネル選択信号の受信に応答して、ホップチャ
ネルは、１つ以上の優先チャネルから選択される。ホップチャネルは、アクティブチャネ
ルにされる。埋込型医療装置と外部システムとの間のデータ伝送は、アクティブチャネル
を使用して実行される。複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付けられる
チャネル品質指標が生成される。複数のチャネルの各チャネルは、チャネル周波数帯域を
代表する。各チャネルに関連付けられるチャネル品質指標は、そのチャネルを介して受信
する信号の強度を標示する受信信号強度指標を少なくとも含む。１つ以上の優先チャネル
は、チャネル品質指標に基づいて、複数のチャネルから識別される。
【００１２】
　この発明の開示は、本出願の教示のいくつかに関する概要であり、本発明の主題の排他
的または包括的な処置であることを意図されない。本主題に関するさらなる詳細は、発明
を実施するための形態および添付の請求項に記載される。本発明のその他の側面は、以下
の発明を実施するための形態を熟読および理解し、その一部を形成する図面を閲覧するこ
とによって、当業者に明白になるであろう。本発明の範囲は、添付の請求項およびその法
的な同等物によって規定される。
【００１３】
　必ずしも縮尺比で描かれていない図面において、同一の数字は、いくつかの図面におい
て類似する構成要素を記述している。本図面は、概して、本書において説明する種々の実
施形態を一例として示す。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、埋込型医療装置および外部システムを含むＣＲＭシステムの実施形態お
よびＣＲＭシステムを使用する環境の部分を示す。
【図２】図２は、ＣＲＭシステムの回路の実施形態を示すブロック図である。
【図３】図３は、埋込型医療装置と外部システムとの間のデータ伝送のための、遠隔測定
チャネル（周波数帯域）に関する実施形態を示す。
【図４】図４は、ＣＲＭシステムの遠隔測定回路の実施形態を示すブロック図である。
【図５】図５は、遠隔測定回路の具体的な実施形態を示すブロック図である。
【図６】図６は、遠隔測定回路の送受信機の実施形態を示すブロック図である。
【図７】図７は、遠隔測定回路のチャネル品質分析器の実施形態を示すブロック図である
。
【図８】図８は、埋込型医療装置と外部システムとの間でデータを伝送するための方法を
示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下の発明を実施するための形態において、その一部を形成する添付の図面が参照され
、これらの図面において、本発明が実用化され得る具体的な実施形態が例証として示され
る。これらの実施形態は、当業者が本発明を実用化できるように十分詳細に記載され、ま
た、本発明の精神および範囲から逸脱することなく、実施形態を組み合わせてもよいこと
、またはその他の実施形態を利用してもよいこと、ならびに構造的、論理的、および電気
的変更を加えてもよいことを理解されたい。以下の発明を実施するための形態は、例を提
供しており、本発明の範囲は、添付の請求項およびその法的な同等物によって規定される
。
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【００１６】
　本開示における「ある実施形態」、「一実施形態」、「種々の実施形態」への参照は、
必ずしも同一の実施形態に対するものではなく、このような参照は、複数の実施形態を考
慮する。
【００１７】
　本書は、埋込型医療装置と外部システムとの間の双方向通信のための周波数アジャイル
型の遠距離場のＲＦ遠隔測定システムについて説明する。ＲＦ遠隔測定システムは、所定
の周波数範囲内の周波数帯域を各々が代表する複数のチャネルを含む。データ伝送は、複
数のチャネルから選択されるアクティブチャネルを使用して実行される。データ伝送品質
を確認するために、アクティブチャネルは、データ伝送が干渉される場合等の遠隔測定セ
ッション中に、進行中のアクティブチャネルから新しいアクティブチャネルへホッピング
する。本チャネルホッピングは、新しいアクティブチャネルが確実かつ効率的なデータ伝
送を提供するまで、必要に応じて繰り返される。チャネルホッピングプロセスの効率性の
ために、新しいアクティブチャネルが、チャネル品質分析に基づいて複数のチャネルから
識別される１つ以上の優先チャネルから選択される。これにより、「良好な」チャネルに
ホッピングする機会が改善され、潜在的な所要チャネルホップ数が減少する。チャネル品
質分析により、複数のチャネルのためのチャネル品質指標がもたらされる。各品質指標は
、チャネルの１つ以上の品質パラメータを含み、また、アクティブチャネルとして使用す
る場合に、そのチャネルが確実かつ効率的なデータ伝送を提供する可能性があるか否かを
標示する。
【００１８】
　ＣＲＭシステムについて一例として具体的に説明するが、本主題は、埋込型医療装置と
外部システムとの間の任意のＲＦ遠隔測定に適用可能である。埋込型医療装置は、ＲＦ遠
隔測定を介して外部システムまたは装置と通信することが可能な任意の埋込型医療装置で
あることが可能である。
【００１９】
　図１は、ＣＲＭシステム１００の実施形態およびシステム１００を使用する環境の部分
を示す。システム１００は、埋込型医療装置１１０および外部システム１１２を含む。例
示的な実施形態において、患者の身体１０２に埋め込まれた後に、埋込型医療装置１１０
は、導線システム１０８を介して患者の心臓１０１に連結される。種々の実施形態におい
て、埋込型医療装置１１０には、ペースメーカ、心臓除細動器／除細動器、心臓再同期療
法（ＣＲＴ）装置、心臓リモデリング制御療法（ＲＣＴ）装置、神経刺激装置、薬物送達
システム、生物学的治療装置、および患者監視装置のうちの１つ以上が含まれる。外部シ
ステム１１２によって、医師またはその他のケア提供者は、遠隔測定リンク１１４を介し
て埋込型医療装置１１０と対話を行なうことが可能になり、この遠隔測定リンク１１４は
、埋込型医療装置１１０と外部システム１１２との間の双方向データ通信を提供する。
【００２０】
　遠隔測定リンク１１４は、埋込型医療装置１１０から外部システム１１２へのデータ伝
送を提供する。これは、例えば、埋込型医療装置１１０が入手するリアルタイムの生理学
的データを伝送するステップと、埋込型医療装置１１０が入手および格納する生理学的デ
ータを抽出するステップと、埋込型医療装置１１０が格納する治療履歴データを抽出する
ステップと、埋込型医療装置１１０の動作状態（例えば、電池の状態および導線インピー
ダンス）を標示するデータを抽出するステップとを含む。また、遠隔測定リンク１１４は
、外部システム１１２から埋込型医療装置１１０へのデータ伝送も提供する。これは、例
えば、生理学的データを入手するために、埋込型医療装置１１０をプログラミングするス
テップと、少なくとも１つの自己診断検査（装置の動作状態に対する、等の）を実行する
ために、埋込型医療装置１１０をプログラミングするステップと、少なくとも１つの治療
を供給するために、埋込型医療装置１１０をプログラミングするステップとを含む。
【００２１】
　遠隔測定リンク１１４は、遠距離場ＲＦ遠隔測定リンクである。フラウンホーファー帯
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とも呼ばれる遠距離場は、伝送電磁放射源により生成される電磁場の成分が、実質的に１
／ｒに比例して減衰する帯を指し、ここで、ｒは、観測点と放射源との間の距離である。
したがって、遠距離場は、ｒ＝λ／２πの境界外の帯を指し、ここで、λは、伝送された
電磁エネルギーの波長である。一実施形態において、遠隔測定リンク１１４の通信範囲（
データが無線で通信可能な距離）は、少なくとも１０フィートであるが、利用する通信技
術によって可能な限り長くすることが可能である。埋込型医療装置１１０の付近に位置し
、患者に装着され、また、ケーブルによって外部システム１１２に電気的に接続されるコ
イルを使用する誘導遠隔測定リンクとは違って、遠隔測定リンク１１４を使用することに
よって、患者は、コイルおよびケーブルによるいかなる身体的拘束からも解放され、また
、外部システム１１２は、埋込型医療装置１１０の埋込み等の動作中に、全体的に滅菌野
から離れて配置することが可能になる。
【００２２】
　遠隔測定リンク１１４は、埋込型医療装置１１０の埋込み遠隔測定モジュール１１６と
、外部システム１１２の外部遠隔測定モジュール１１８とによって支援される。埋込み遠
隔測定モジュール１１６および外部遠隔測定モジュール１１８は、データ伝送のための複
数のチャネルを含む周波数アジャイル型遠隔測定システムを形成する。これらのチャネル
の各々は、所定の周波数範囲内において周波数帯域を示す。遠隔測定システムは、必要に
応じて、チャネルホッピングのための複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別
するために、チャネル品質分析を使用する。
【００２３】
　埋込型医療装置１１０と外部システム１１２との間の双方向データ通信は、データフレ
ームの伝送を含み、各々のデータフレームは、ヘッダ、ペイロード、およびトレーラを含
むデータの論理単位である。一実施形態において、ヘッダは、「コンマ」を含み、フレー
ムの受信の開始を信号伝達するための固有の組のビットを含む。コンマの欠落またはコン
マの受信失敗は、フレームの受信失敗を示す。ペイロードは、伝送されるデータブロック
を含む。トレーラは、送信機によって生成される値を有する周期的冗長検査（ＣＲＣ）値
を含む。受信機は、そのＣＲＣ値を受信し、受信したデータブロックに基づいてＣＲＣ値
を再計算し、その結果を、トレーラにおいて受信したＣＲＣ値と比較する。再計算された
ＣＲＣ値が、受信したＣＲＣ値と一致する場合、データは、正確に伝送されていると見な
される。ＣＲＣエラーは、再計算されたＣＲＣ値と、受信したＣＲＣ値との不一致を指す
。具体的な通信フォーマットに従い、ヘッダおよびトレーラの各々は、フラグ付け、デー
タ復旧の制御、および／または埋込み遠隔測定モジュール１１６と外部遠隔測定モジュー
ル１１８との間の同期性に関する追加の情報を含む。種々の実施形態において、データフ
レームは、コンマエラーおよびＣＲＣエラー等のエラーを交換し、チャネルホッピングの
必要性を標示する。
【００２４】
　一実施形態において、外部システム１１２は、プログラマを含む。別の実施形態におい
て、外部システム１１２は、外部装置、通信ネットワーク、および１つ以上の遠隔装置を
含む患者管理システムを含む。外部装置は、埋込型医療装置１１０に近接して位置し、遠
隔測定リンク１１４を介して埋込型医療装置１１０と通信するために外部遠隔測定モジュ
ール１１８を含む。１つ以上の遠隔装置は、１つ以上の遠隔地にあり、通信ネットワーク
を介して外部装置と通信することによって、医師またはその他のケア提供者は、離れた場
所から患者を監視および治療することが可能になり、ならびに／もしくは１つ以上の遠隔
地から種々の治療源へのアクセスが可能になる。
【００２５】
　図２は、ＣＲＭシステム２００の回路の実施形態を示すブロック図であり、本実施形態
は、ＣＲＭシステム１００の具体的な実施形態である。システム２００は、埋込型医療装
置２１０、外部システム２１２、および埋込型医療装置２１０と外部システム２１２との
間の通信を提供する遠隔測定リンク１１４を含む。
【００２６】
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　埋込型医療装置２１０は、埋込型医療装置１１０の具体的な実施形態であり、埋込み遠
隔測定モジュール２１６およびＣＲＭモジュール２２４を含む。ＣＲＭモジュール２２４
は、１つ以上の生理学的信号を検知する検知回路２２６と、１つ以上の心臓治療を供給す
る治療回路２２８とを含む。種々の実施形態において、治療回路には、ペーシング回路、
除細動（ｃａｒｄｉｏｖｅｒｓｉｏｎ／ｄｅｆｉｂｒｉｌｌａｔｉｏｎ）回路、および心
臓治療を供給するその他の任意の回路のうちの１つ以上が含まれる。種々の実施形態にお
いて、ＣＲＭモジュール２２４は、薬物送達装置および生物学的治療装置のうちの１つ以
上をさらに含む。
【００２７】
　外部システム２１２は、外部システム１１２の具体的な実施形態であり、外部遠隔測定
モジュール２１８、プログラミングモジュール２３０、およびユーザインターフェース２
３２を含む。プログラミングモジュール２３０により、遠隔測定リンク１１４を介して埋
込型医療装置２１０から伝送されたデータの処理が可能になり、また、遠隔測定リンク１
１４を介して命令を伝送することによって埋込型医療装置２１０のプログラミングが可能
になる。ユーザインターフェース２３２によって、医師またはその他のケア提供者は、埋
込型医療装置２１０から伝送される生理学的信号および装置動作データを観測および分析
することが可能になり、また、埋込型医療装置２１０の動作を調整することが可能になる
。
【００２８】
　埋込み遠隔測定モジュール２１６は、遠隔測定回路２２０を含む。外部遠隔測定モジュ
ール２１８は、遠隔測定回路２２２を含む。遠隔測定回路２２０および２２２について、
図４～７を参照して以下に詳述する。
【００２９】
　種々の実施形態において、種々のモジュールおよび回路を含む、本書に記載のシステム
要素は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わ
せによって実装される。種々の実施形態において、本書に記載の回路またはその部分の各
々は、１つ以上の特定の機能を実行するように構築される特定用途向け回路、そのような
機能を実行するようにプログラミングされる汎用回路、またはその組み合わせである。
【００３０】
　図３は、遠隔測定リンク１１４を介するデータ伝送のための複数のチャネルに関する実
施形態を示す。チャネルは、所定の周波数範囲において連続的に分布される。図３に示さ
れるように、所定の周波数範囲の例として、約９０２．２５～９２７．７５ＭＨｚが挙げ
られる。各チャネルは、中心（搬送波）周波数および約５００ｋＨｚの帯域幅を有する。
したがって、複数のチャネルは、５１個のチャネルを含み、その各々は、米国の工業、化
学、および医療（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ，Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃａ
ｌ；ＩＳＭ）帯内の９０２．２５～９２７．７５ＭＨｚの周波数範囲内において５００ｋ
Ｈｚの帯域幅を有する。各チャネルの中心周波数は、そのチャネルが示す周波数帯域のお
よそ中間点である。例示的な実施形態において、チャネル０は、９０２．２５～９０２．
７５ＭＨｚの周波数帯域および９０２．５０ＭＨｚの中心周波数を有し、チャネル１は、
９０２．７５～９０３．２５ＭＨｚの周波数帯域および９０３．００ＭＨｚの中心周波数
等を有する。所定の周波数範囲のその他の例として、欧州連合の短距離装置（Ｓｈｏｒｔ
　Ｒａｎｇｅ　Ｄｅｖｉｃｅ；ＳＲＤ）帯内の約８６３．０～８７０．０ＭＨｚ、世界規
模の医療埋込型通信サービス（Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｉｍｐｌａｎｔ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ；ＭＩＣＳ）帯内の約４０２．０～４０５．０ＭＨｚ、ならびに
日本で利用可能な帯内の約４２０．０～４３０．０ＭＨｚおよび４４０．０～４５０．０
ＭＨｚが挙げられる。
【００３１】
　図４は、遠隔測定回路４４０の実施形態を示すブロック図である。遠隔測定回路４４０
は、遠隔測定回路２２０および／または遠隔測定回路２２２の具体的な実施形態を示す。
種々の実施形態において、遠隔測定回路２２０および遠隔測定回路２２２の各々は、遠隔
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測定回路４４０の全構成要素または選択された構成要素を含む遠隔測定回路を含み、本書
において説明されるこれらの構成要素に関する全実施形態を含む。
【００３２】
　遠隔測定回路４４０は、アンテナ４４２、送受信機４４４、チャネル選択器４４６、ホ
ップ制御器４４８、チャネル品質分析器４５０、および優先チャネル識別器４５２を含む
。送受信機４４４は、遠隔測定セッション中に、少なくとも１つのアクティブチャネルを
使用して、アンテナ４４２を介してデータを送受信する。アクティブチャネルは、複数の
チャネルから選択される。チャネル選択器４４６は、チャネル選択信号に応答して、１つ
以上の優先チャネルから少なくとも１つのホップチャネルを選択する。ホップチャネルが
選択されると、ホップ制御器４４８は、そのホップチャネルをアクティブチャネルにする
。一実施形態において、チャネル選択器４４６は、優先度によって優先順位が付けられる
一連の優先チャネルからホップチャネルを選択し、また、その選択は、優先順位に従って
行なわれる。チャネル品質分析器４５０は、チャネル品質指標を生成し、その各々は、複
数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付けられる。チャネル品質指標の各々
は、チャネル品質を各々が標示する１つ以上の品質パラメータを含む。優先チャネル識別
器４５２は、チャネル品質指標に基づいて、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネル
を識別する。一実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、１つ以上の所定の要件
を満たす１つ以上のチャネル品質指標を識別することによって、１つ以上の優先チャネル
を識別する。別の実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、チャネルをその関連
付けられるチャネル品質指標に従って優先順位を付けることによって、１つ以上の優先チ
ャネルを識別する。これにより、優先度によって優先順位が付けられる一連の優先チャネ
ルがもたらされる。
【００３３】
　遠隔測定回路４４０によって、遠隔測定セッション中に、必要に応じてチャネルホッピ
ングが可能になる。チャネル品質分析器４５０は、連続的に、周期的に、データフレーム
間の時間間隔中に、または任意の所定のスケジュールに従って、チャネル品質指標を生成
および更新する。優先チャネル識別器４５２は、チャネル品質指標における任意の変更に
応答して、１つ以上の優先チャネルのリストを更新する。
【００３４】
　一実施形態において、外部遠隔測定モジュール２１８は、外部遠隔測定モジュール２１
８および埋込み遠隔測定モジュール２１６の両方においてチャネルホッピングを制御する
マスター装置として機能する。外部遠隔測定モジュール２１２は、選択されたホップチャ
ネルまたは１つ以上の優先チャネルを特定する情報を含むチャネル選択信号を、遠隔測定
リンク１１４を介して埋込み遠隔測定モジュール２１６に伝送する。これにより、外部遠
隔測定モジュール２１８と埋込み遠隔測定モジュール２１６とにおいて同期化チャネルホ
ッピングが可能になる。一実施形態において、外部遠隔測定モジュール２１８は、チャネ
ル毎の１つ以上の品質パラメータのうちの少なくとも１つの品質パラメータを、埋込み遠
隔測定モジュール２１６から受信する。一実施形態において、チャネル毎のチャネル品質
指標は、外部遠隔測定モジュール２１８および埋込み遠隔測定モジュール２１６の両方に
おいて生成される品質パラメータを含む。
【００３５】
　図５は、遠隔測定回路５４０の実施形態を示すブロック図であり、本実施形態は、遠隔
測定回路４４０の具体的な実施形態である。遠隔測定回路５４０は、アンテナ４４２、送
受信機４４４、チャネル選択器４４６、ホップ制御器４４８、チャネル品質分析器４５０
、優先チャネル識別器４５２、遠隔測定品質モニタ５５４、ホップタイマ５５６、および
遠隔測定開始モジュール５５８を含む。種々の実施形態において、遠隔測定回路５４０は
、遠隔測定品質モニタ５５４、ホップタイマ５５６、およびチャネル選択信号を生成する
ことによって各チャネルホッピングを開始するための遠隔測定開始モジュール５５８のう
ちの１つ以上を含む。
【００３６】
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　遠隔測定品質モニタ５５４は、アクティブチャネルを使用してフレーム交換の品質を監
視し、フレーム交換の品質が１つ以上の基準を満たすことに失敗する際に、チャネル選択
信号を生成する。例えば、データフレームのコンマが受信されない場合、またはＣＲＣエ
ラーが検出される場合に、フレーム交換の品質は失敗する。チャネル選択信号は、チャネ
ルホッピングを開始する。ホップチャネル（新しいアクティブチャネルになるホップチャ
ネル）を使用するフレーム交換品質が、依然として１つ以上の基準を満たすことに失敗す
る場合、遠隔測定品質モニタ５５４は、別のチャネルホッピングを引き起こす別のチャネ
ル選択信号を生成する。本プロセスは、１つ以上の基準が満たされるまで繰り返される。
１つ以上の優先チャネルからのホップチャネルの選択は、データフレーム交換の十分な品
質を維持するのに潜在的に必要な繰り返しの数を、潜在的に最小限に抑える。ホップタイ
マ５５６は、所定のスケジュールに従ってチャネル選択信号を生成する。フレーム交換の
品質または所定のスケジュールに基づくチャネルホッピングのタイミングの例は、２００
５年１月１９日に出願され、Ｃａｒｄｉａｃ　Ｐａｃｅｍａｋｅｒｓ，Ｉｎｃ．に譲渡さ
れた名称が「ＤＹＮＡＭＩＣ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ　ＦＯＲ　ＲＦ　Ｔ
ＥＬＥＭＥＴＲＹ　ＷＩＴＨ　ＩＭＰＬＡＮＴＡＢＬＥ　ＤＥＶＩＣＥ」である米国特許
出願第１１／０３９，２００号に記載されており、本出願は、参照することによってその
全体が本明細書に組み込まれる。遠隔測定開始モジュール５５８は、遠隔測定リンク１１
４を介するデータ伝送の開始前に、チャネル選択モジュールを生成する。一実施形態にお
いて、遠隔測定開始モジュール５５８は、遠隔測定セッションの開始時に、チャネル選択
信号を生成する。別の実施形態において、遠隔測定開始モジュール５５８は、遠隔測定回
路５４０の作動時に、例えば、外部システム２１２の電源起動時に、チャネル選択信号を
生成する。
【００３７】
　図６は、送受信機６４４の実施形態を示すブロック図であり、本実施形態は、送受信機
４４４の具体的な実施形態である。送受信機６４４は、帯域通過フィルタ６６０、送信／
受信（Ｔ／Ｒ）スイッチ６６２、送信機６６４、および受信機６６８を含む。帯域通過フ
ィルタ６６０は、チャネルが分布する所定の周波数領域に対応する通過帯域を有する。例
えば、所定の周波数範囲が、９０２～９２８ＭＨｚのＩＳＭ帯域である場合、帯域通過フ
ィルタ６６０の通過帯域は、約９０２～９２８ＭＨｚである。Ｔ／Ｒスイッチ６６２は、
アンテナ４４２と、送信機６６４および受信機６６８のうちの１つとの間の接続を一度に
提供し、遠隔測定リンク１１４を介するデータ伝送がいかなる時点においても一方向であ
るようにする。送信機６６４は、アクティブ送信チャネルを使用してデータを送信し、ま
た、変調器６７０および電力増幅器６７２を含む。変調器６７０は、伝送されるデータで
搬送波信号を変調する。搬送波信号は、アクティブ送信チャネルの中心周波数（ＦＣＴ）
である周波数を有する。電力増幅器６７２は、変調された搬送波を増幅して、遠隔測定リ
ンク１１４上で伝送する。受信機６６８は、アクティブ受信チャネルを使用してデータを
受信し、また、復調器６７４を含む。復調器６７４は、受信した信号を復調して受信した
データを回復させる。受信機６６８は、受信したデータで変調された搬送波信号である信
号を受信する。搬送波信号は、アクティブ受信チャネルの中心周波数（ＦＣＲ）である搬
送波周波数を有する。一実施形態において、アクティブ送信チャネルおよびアクティブ受
信チャネルは、実質的に同一のチャネル周波数帯域を含む（つまり、ＦＣＴとＦＣＲとが
ほぼ同等）。別の実施形態において、アクティブ送信チャネルとアクティブ受信チャネル
とは、実質的に異なるチャネルを含む（つまり、ＦＣＴとＦＣＲとは実質的に異なる）。
アクティブ送信チャネルおよびアクティブ受信チャネルは、複数のチャネルから選択され
る。本書における「アクティブチャネル」に関する説明は、アクティブ送信チャネルおよ
びアクティブ受信チャネルの各々に適用する。
【００３８】
　図７は、チャネル品質分析器７５０の実施形態を示すブロック図であり、本実施形態は
、チャネル品質分析器４５０の具体的な実施形態である。例示的実施形態において、チャ
ネル品質分析器７５０は、受信信号強度検出器７７８、ノイズ検出器７８０、フレーム交
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換分析器７８２、性能履歴追跡器７８４、および品質パラメータ受信器７８６を含む。種
々の実施形態において、チャネル品質分析器７５０は、受信信号強度検出器７７８、ノイ
ズ検出器７８０、フレーム交換分析器７８２、性能履歴追跡器７８４、および品質パラメ
ータ受信器７８６のうちの１つ以上を、チャネル品質分析器７５０が埋込み遠隔測定モジ
ュール２１６の遠隔測定回路の一部であるか、または外部遠隔測定モジュール２１８の遠
隔測定回路の一部であるかを含む、種々の設計配慮および／または性能要件に応じて含む
。すなわち、チャネル品質分析器７５０は、チャネル品質指標を生成し、その各々は、受
信信号強度検出器７７８、ノイズ検出器７８０、フレーム交換分析器７８２、性能履歴追
跡器７８４、および品質パラメータ受信器７８６のうちの１つ以上によって生成される１
つ以上の品質パラメータを含む。種々の実施形態において、チャネル品質分析器７５０は
、受信信号強度検出器７７８、ノイズ検出器７８０、フレーム交換分析器７８２、性能履
歴追跡器７８４、および品質パラメータ受信器７８６のうちの２つ以上を含み、優先チャ
ネル識別器４５２は、所定の重み係数を適用することによって各々が重み付けされるチャ
ネル品質指標を使用して、１つ以上の優先チャネルを識別する。チャネル品質指標は、受
信信号強度検出器７７８、ノイズ検出器７８０、フレーム交換分析器７８２、性能履歴追
跡器７８４、および品質パラメータ受信器７８６のうちの２つ以上によって生成される。
受信信号強度検出器７７８、ノイズ検出器７８０、フレーム交換分析器７８２、性能履歴
追跡器７８４、および品質パラメータ受信器７８６のうちの各々によって生成されるチャ
ネル品質指標に、所定の重み係数が与えられる。
【００３９】
　受信信号強度検出器７７８は、受信信号強度指標を生成し、その各々は、複数のチャネ
ルのうちの１つのチャネルに関連付けられ、かつそのチャネルを介して受信した信号の強
度を標示する。一実施形態において、チャネルに関連付けられる受信信号強度指標は、そ
のチャネルを使用して受信したＲＦ信号の振幅である。一実施形態において、優先チャネ
ル識別器４５２は、受信信号強度指標に基づいて、複数のチャネルから１つ以上の優先チ
ャネルを識別する。具体的な実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、受信信号
強度指標を所定の閾値と比較することによって、複数のチャネルから１つ以上の優先チャ
ネルを識別する。別の具体的な実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、チャネ
ルをその関連付けられる受信信号の強度指標に従って優先順位を付けることによって、一
連の優先チャネルを生成する。
【００４０】
　ノイズ検出器７８０は、ノイズフロア指標を生成し、その各々は、複数のチャネルのう
ちの１つのチャネルに関連付けられ、かつそのチャネルのノイズフロアを標示する。一実
施形態において、ノイズ検出器７８０は、遠隔測定セッション開始前等の、外部システム
２１２が埋込型医療装置２１０と通信可能に連結されていない場合に、複数のチャネルの
うちの各チャネルと関連付けられるノイズレベルを測定することによって、ノイズフロア
指標を生成する。別の実施形態において、ノイズ検出器７８０は、外部システム２１２と
埋込型医療装置２１０との間にそのチャネルを介して伝送されるデータが無い場合に、複
数のチャネルのうちの各チャネルと関連付けられるノイズレベルを測定することによって
、ノイズフロア指標を生成する。一実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、ノ
イズフロア指標に基づいて、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。具
体的な実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、ノイズフロア指標を所定の閾値
と比較することによって、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。別の
実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、チャネルをその関連付けられるノイズ
フロア指標に従い優先順位を付けることによって、一連の優先チャネルを生成する。
【００４１】
　フレーム交換分析器７８２は、フレーム交換メトリクスを生成し、その各々は、複数の
チャネルのうちの１つのチャネルに関連付けられる。一実施形態において、優先チャネル
識別器４５２は、フレーム交換メトリクスに基づいて、複数のチャネルから１つ以上の優
先チャネルを識別する。具体的な実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、フレ
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ーム交換メトリクスを所定の閾値と比較することによって、複数のチャネルから１つ以上
の優先チャネルを識別する。別の具体的な実施形態において、優先チャネル識別器４５２
は、チャネルをその関連付けられるフレーム交換メトリクスに従って優先順位を付けるこ
とによって、一連の優先チャネルを生成する。一実施形態において、フレーム交換メトリ
クスの各々は、フレーム交換の総数に対する成功したフレーム交換の数の比率である成功
比率を含む。フレーム交換分析器７８２は、複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各
々が関連付けられる成功比率を計算する。優先チャネル識別器４５２は、成功比率を所定
の閾値と比較することによって、またはチャネルをその関連付けられる成功比率に従って
優先順位を付けることによって、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する
。
【００４２】
　性能履歴追跡器７８４は、性能履歴指標を生成し、その各々は、複数のチャネルのうち
の１つのチャネルと関連付けられ、かつそのチャネルのチャネル品質を標示する１つ以上
の品質パラメータのうちの少なくとも１つの履歴を標示する。１つ以上の品質パラメータ
の例として、上述の受信信号強度指標、ノイズフロア指標、およびフレーム交換メトリク
スが挙げられる。一実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、性能履歴指標に基
づいて、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。具体的な実施形態にお
いて、優先チャネル識別器４５２は、性能履歴指標を所定の閾値と比較することによって
、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。別の実施形態において、優先
チャネル識別器４５２は、チャネルをその関連付けられる性能履歴指標に従って優先順位
を付けることによって、一連の優先チャネルを生成する。
【００４３】
　品質パラメータ受信器７８６は、反対側の遠隔測定リンク１１４で生成および伝送され
る品質パラメータを受信する。受信した品質パラメータは、上述の受信信号強度指標、ノ
イズフロア指標、フレーム交換メトリクス、および性能履歴指標のうちの１つ以上を含む
。一実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、受信した品質パラメータに基づい
て、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。具体的な実施形態において
、優先チャネル識別器４５２は、受信した品質パラメータを所定の閾値と比較することに
よって複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。別の実施形態において、
優先チャネル識別器４５２は、チャネルをその関連付けられる受信した品質パラメータに
従って優先順位を付けることによって、一連の優先チャネルを生成する。一実施形態にお
いて、外部システム２１２の品質パラメータ受信器７８６は、埋込型医療装置２１０が生
成および伝送する１つ以上の品質パラメータを受信する。
【００４４】
　一実施形態において、チャネル品質分析器７５０は、信号対雑音比（ＳＮＲ）等のその
他の品質パラメータを生成し、その各々は、複数のチャネルのうちの１つのチャネルに関
連付けられる。例えば、ＳＮＲは、チャネル毎のノイズフロア指標に対する受信信号強度
指標の比率として計算される。一般的に、チャネル品質分析器７５０に生成されるチャネ
ル品質指標は、遠隔測定リンク１１４を介するデータ伝送の効率性および精度を潜在的に
標示する任意の１つ以上の品質パラメータを含んでもよい。
【００４５】
　一実施形態において、埋込み遠隔測定モジュール２１６および外部遠隔測定モジュール
２１８の各々は、図７に示されるチャネル品質分析器７５０の要素の一部または全部を含
むチャネル品質分析器を含む。一実施形態において、埋込み遠隔測定モジュール２１６の
チャネル品質分析器は、受信信号強度検出器７７８を含むが、一方、外部遠隔測定モジュ
ール２１８のチャネル品質分析器は、受信信号強度検出器７７８、ノイズ検出器７８０、
フレーム交換分析器７８２、性能履歴追跡器７８４、および品質パラメータ受信器７８６
のうちの全てを含む。品質パラメータ受信器７８６は、埋込み遠隔測定モジュール２１６
が生成および伝送する受信信号強度指標を受信する。外部遠隔測定モジュール２１８の優
先チャネル識別器４５２は、受信信号強度指標（外部遠隔測定モジュール２１８が生成す
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る）、ノイズフロア指標、フレーム交換メトリクス、性能履歴指標、および受信した品質
パラメータ（埋込み遠隔測定モジュール２１６が生成する受信信号強度指標）のうちの１
つ以上に基づいて、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。
【００４６】
　一実施形態において、チャネル品質分析器７５０は、チャネル品質指標を生成し、その
各々は、データ伝送の異なる段階において１つ以上の優先チャネルの選択に使用される多
数の品質パラメータを含む。一実施形態において、遠隔測定回路５４０の電源起動時、ま
たは遠隔測定セッションの開始前に、優先チャネル識別器４５２は、性能履歴指標に基づ
いて、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。これは、病院の同室また
は患者の家の同室等の同一の環境においてシステム２００を繰り返し使用する場合に特に
有用である。一実施形態において、遠隔測定セッションの開始前に、優先チャネル識別器
４５２は、遠隔測定リンク１１４を介するデータ伝送が実行されない場合に生成されるノ
イズフロア指標に基づいて、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネルを識別する。種
々の実施形態において、優先チャネル識別器４５２は、受信信号強度指標およびフレーム
交換メトリクスの片方または両方に基づいて、遠隔測定セッション中に、連続的に、周期
的に、または所定のスケジュールに従って、複数のチャネルから１つ以上の優先チャネル
を識別する。
【００４７】
　図８は、埋込型医療装置と外部システムとの間でデータを伝送するための方法８００を
示すフローチャートである。一実施形態において、方法８００は、システム１００により
実行され、システム１００には、その具体的な実施形態であるシステム２００および上述
のシステム２００の要素に関する種々の実施形態が含まれる。
【００４８】
　遠隔測定セッションは、８０２において開始する。双方向データ伝送は、遠隔測定セッ
ション中に、埋込型医療装置と外部システムとの間の遠隔測定リンクを介して実行される
。遠隔測定リンクは、所定の周波数範囲内のチャネル周波数帯域を各々が代表する複数の
チャネルを含む。遠隔測定セッション中の任意の時点におけるデータ伝送のために、少な
くとも１つのアクティブチャネルが複数のチャネルから選択される。
【００４９】
　８０４においてチャネル選択信号を受信すると、８０６において複数のチャネルのうち
の１つ以上の優先チャネルからホップチャネルが選択される。種々の実施形態において、
チャネル選択信号は、所定のスケジュールに従って、遠隔測定セッションが開始する時、
遠隔測定リンクが作動される時、または遠隔測定リンクを介するデータ伝送の品質が１つ
以上の基準を満たさない時に、生成される。一実施形態において、１つ以上の優先チャネ
ルは、優先度によって優先順位を付けられ、ホップチャネルは、優先度に基づいて選択さ
れる。８０８において、ホップチャネルは、アクティブチャネルにされる。８１０におい
て、データは、アクティブチャネルを使用して、埋込型医療装置と外部システムとの間で
伝送される。
【００５０】
　８０４においてチャネル選択信号が受信されない場合、チャネルホッピングは必要ない
。８１０において、データは、進行中のアクティブチャネルを使用して、埋込型医療装置
と外部システムとの間で伝送される。
【００５１】
　一実施形態において、２つの実質的に別々のアクティブチャネルは、２つの方向のデー
タ伝送に使用される（１つは、埋込型医療装置から外部システムへ、もう１つは、外部シ
ステムから埋込型医療装置へ）。一実施形態において、２つの実質的に別々のアクティブ
チャネルの各々に対するチャネルホッピングは、方法８００を使用して別々に制御され、
遠隔測定セッション中に並行して実行される。
【００５２】
　８１２において遠隔測定セッション中に伝送するように意図される全データが伝送され
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伝送され、８１４においてアクティブチャネルが別のチャネルに切り替えられる場合、８
１６においてチャネル選択信号が生成される。データ伝送は、チャネルホッピングの後に
継続する。８１２においてさらなるデータが伝送されるが、８１４においてアクティブチ
ャネルが別のチャネルに切り替えられない場合、データ伝送は、進行中のアクティブチャ
ネルを使用して、つまりチャネルホッピングを行なわずに継続する。種々の実施形態にお
いて、アクティブチャネルは、８１４において、所定のスケジュールに従って、または遠
隔測定リンクにおけるデータ伝送の品質が１つ以上の基準を満たさない場合に、別のチャ
ネルに切り替えられる。
【００５３】
　遠隔測定セッション中に、複数のチャネルのうちの１つのチャネルと各々が関連付けら
れるチャネル品質指標が、８１８において生成される。チャネルのチャネル品質指標は、
そのチャネルの品質を標示する１つ以上の品質パラメータを含む。８２０において、１つ
以上の優先チャネルは、チャネル品質指標に基づいて、複数のチャネルから識別される。
ステップ８１８および８２０は、遠隔測定セッション中に、連続的に、周期的に、または
所定のスケジュールに従って実行され、８０６において、ホップチャネル選択のための１
つ以上の優先チャネルの更新リストまたは一連の１つ以上の優先チャネルを維持するよう
にする。一実施形態において、１つ以上の優先チャネルは、１つ以上の所定の要件を満た
すチャネル品質指標の１つ以上を識別することによって、８２０において複数のチャネル
から識別される。別の実施形態において、一連の優先チャネルは、チャネルをその関連付
けられるチャネル品質指標に従って優先順位を付けることによって８２０において生成さ
れる。
【００５４】
　１つ以上の品質パラメータの例として、チャネルを介して受信する信号の強度を各々が
標示する受信信号強度指標、チャネルのノイズフロアを各々が標示するノイズフロア指標
、各々がチャネルを使用して実行するフレーム交換の総数に対する成功したフレーム交換
の数の比率である成功比率等のフレーム交換メトリクス、およびチャネルのデータ伝送の
性能履歴を各々が標示する性能履歴指標が挙げられる。データ伝送性能履歴は、受信信号
強度指標、ノイズフロア、およびフレーム交換メトリクスの１つ以上の履歴によって示さ
れる。一実施形態において、１つ以上の品質パラメータは、反対側の遠隔測定リンクで生
成される少なくとも１つの品質パラメータを含む。例えば、埋込型医療装置は、チャネル
を介して埋込型医療装置が受信した信号の強度を各々が標示する受信信号強度指標を生成
する。受信信号強度指標は、外部システムに伝送される。外部システムは、埋込型医療装
置が生成する受信信号強度指標を含む１つ以上の品質パラメータを使用して識別される１
つ以上の優先チャネルを使用して、埋込型医療装置および外部システムの両方においてチ
ャネルホッピングを制御する。
【００５５】
　上記の発明を実施するための形態は、例示的であって限定的ではないことが意図される
と理解されたい。その他の多くの実施形態は、上記の説明を精査することにより当業者に
明白になるだろう。したがって、本発明の範囲は、このような請求項が権利を持つ同等物
の全体の範囲とともに、添付の請求項を参照して決定されるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月10日(2009.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　必ずしも縮尺比で描かれていない図面において、同一の数字は、いくつかの図面におい
て類似する構成要素を記述している。本図面は、概して、本書において説明する種々の実
施形態を一例として示す。
本発明は、さらに以下の手段を提供する。
（項目１）
　心臓律動管理（ＣＲＭ）システムであって、
　埋込み遠隔測定モジュールを含む埋込型医療装置と、
　遠隔測定リンクを介して該埋込型医療装置と通信可能に連結される外部システムであっ
て、外部遠隔測定モジュールを含む、外部システムと
　を備え、
　該埋込み遠隔測定モジュールおよび該外部遠隔測定モジュールのうちの少なくとも１つ
は、
　　アンテナと、
　　該アンテナに連結される送受信機であって、該送受信機は、遠隔測定セッション中に
、少なくとも１つのアクティブチャネルを使用してデータを送受信し、該少なくとも１つ
のアクティブチャネルは、チャネル周波数帯域を各々が代表する複数のチャネルから選択
される、送受信機と、
　　該送受信機に連結されるチャネル選択器であって、該チャネル選択器は、チャネル選
択信号に応答して、１つ以上の優先チャネルから少なくとも１つのホップチャネルを選択
するように適合される、チャネル選択器と、
　　該チャネル選択器に連結されるホップ制御器であって、該ホップ制御器は、該少なく
とも１つのホップチャネルが選択されると、該少なくとも１つのホップチャネルを該アク
ティブチャネルにするように適合される、ホップ制御器と、
　　該チャネル選択器に連結されるチャネル品質分析器であって、該チャネル品質分析器
は、該複数のチャネルのうちの１つのチャネルと各々が関連付けられ、かつそのチャネル
を介して受信された信号の強度を標示する受信信号強度指標を各々が少なくとも含むチャ
ネル品質指標を生成するように適合され、該チャネル品質分析器は、該受信信号強度指標
を生成するように適合される受信信号強度検出器を含む、チャネル品質分析器と、
　　該チャネル品質分析器に連結される優先チャネル識別器であって、該優先チャネル識
別器は、該チャネル品質指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネ
ルを識別するように適合される、優先チャネル識別器と
　を含む、遠隔測定回路を含む、システム。
（項目２）
　上記少なくとも１つのアクティブチャネルは、上記複数のチャネルから選択されるアク
ティブ送信チャネルと該複数のチャネルから選択されるアクティブ受信チャネルとを備え
、該アクティブ送信チャネルと該アクティブ受信チャネルとは、実質的に異なるチャネル
周波数帯域を代表しており、上記送受信機は、
　　該アクティブ送信チャネルを使用して、データを伝送する送信機と、
　　該アクティブ受信チャネルを使用して、データを受信する受信機と、
　　上記アンテナと、該送信機および該受信機のうちの１つとの間の接続を提供する送信
／受信スイッチと
　を備える、項目１に記載のシステム。
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（項目３）
　上記遠隔測定回路は、上記アクティブチャネルに関連付けられるデータ伝送の品質を監
視するように、かつ該データ伝送の品質が１つ以上の基準を満たさない場合に、上記チャ
ネル選択信号を生成するように、適合される遠隔測定品質モニタをさらに備える、項目１
および２のいずれか１項に記載のシステム。
（項目４）
　上記遠隔測定回路は、所定のスケジュールに従って、上記チャネル選択信号を生成する
ためのホップタイマをさらに備える、項目１および２のいずれか１項に記載のシステム。
（項目５）
　上記遠隔測定回路は、上記遠隔測定セッションの開始時または開始前に、上記チャネル
選択信号を生成する遠隔測定開始モジュールをさらに備える、項目１および２のいずれか
１項に記載のシステム。
（項目６）
　上記優先チャネル識別器は、１つ以上の所定の要件を満たす上記チャネル品質指標のう
ちの１つ以上を識別することによって、上記複数のチャネルから上記１つ以上の優先チャ
ネルを識別するように適合される、項目１～５のいずれか１項に記載のシステム。
（項目７）
　上記優先チャネル識別器は、チャネルをその関連付けられるチャネル品質指標に従い優
先順位を付けることによって、一連の優先チャネルを生成するように適合される、項目１
～６のいずれか１項に記載のシステム。
（項目８）
　上記チャネル品質指標は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルのノイズフロアを標示するノイズフロア指標を備えており、上
記チャネル品質分析器は、該ノイズフロア指標を生成するように適合されるノイズ検出器
を備え、上記優先チャネル識別器は、少なくとも上記受信信号強度指標および該ノイズフ
ロア指標に基づいて、該複数のチャネルから上記１つ以上の優先チャネルを識別するよう
に適合される、項目１～７のいずれか１項に記載のシステム。
（項目９）
　上記ノイズ検出器は、上記外部システムが、上記埋込型医療装置と通信可能に連結され
ていない時に、上記複数のチャネルのうちの各チャネルに関連付けられるノイズレベルを
測定することによって、上記ノイズフロア指標を生成するように構成される、項目８に記
載のシステム。
（項目１０）
　上記ノイズ検出器は、上記複数のチャネルのうちの各チャネルに関連付けられるノイズ
レベルを測定することによって、そのチャネルを介して上記外部システムと上記埋込型医
療装置との間で伝送されるデータが無い時に、上記ノイズフロア指標を生成するように適
合される、項目８に記載のシステム。
（項目１１）
　上記チャネル品質指標は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられるフレーム交換メトリクスを備え、上記チャネル品質分析器は、該フレーム交換メ
トリクスを生成するように適合されるフレーム交換分析器を備えており、上記優先チャネ
ル識別器は、少なくとも上記受信信号強度指標および該フレーム交換メトリクスに基づい
て、上記複数のチャネルから上記１つ以上の優先チャネルを識別するように適合される、
項目１～１０のいずれか１項に記載のシステム。
（項目１２）
　上記フレーム交換分析器は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連
付けられる成功比率を計算するように適合される成功比率生成器を備え、該成功比率の各
々は、フレーム交換の総数に対する成功したフレーム交換の数の比率である、項目１１に
記載のシステム。
（項目１３）
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　上記チャネル品質指標は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルの該チャネル品質指標の履歴を標示する性能履歴指標を備え、
上記チャネル品質分析器は、該性能履歴指標を生成するように適合される性能履歴追跡器
を備え、そして上記優先チャネル識別器は、少なくとも上記受信信号強度指標および該性
能履歴指標に基づいて、該複数のチャネルから上記１つ以上の優先チャネルを識別するよ
うに適合される、項目１～１２のいずれかに記載のシステム。
（項目１４）
　上記外部遠隔測定モジュールは、上記遠隔測定回路を備え、上記チャネル選択器は、上
記少なくとも１つのホップチャネルおよび上記１つ以上の優先チャネルのうちの１つ以上
を特定するデータを、上記遠隔測定リンクを介して上記埋込型医療装置に伝送するように
適合される、項目１～１３のいずれか１項に記載のシステム。
（項目１５）
　上記チャネル品質分析器は、上記チャネル品質指標のうちの各々についての少なくとも
１つの品質パラメータを、上記埋込型医療装置から受信するように適合される品質パラメ
ータ受信機を備える、項目１～１４のいずれか１項に記載のシステム。
（項目１６）
　無線遠隔測定を介して埋込型医療装置と外部システムとの間でデータを伝送する方法で
あって、
　チャネル選択信号を受信することと、
　上記チャネル選択信号に応答して、１つ以上の優先チャネルからホップチャネルを選択
することと、
　該ホップチャネルをアクティブチャネルにすることと、
　該アクティブチャネルを使用して、上記埋込型医療装置と上記外部システムとの間でデ
ータを伝送することと、
　複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付けられ、かつ該１つのチャネル
を介して受信する信号の強度を標示する受信信号強度指標を各々が少なくとも含むチャネ
ル品質指標を生成することであって、該複数のチャネルのうちの各々のチャネルは、チャ
ネル周波数帯域を代表することと、
　該チャネル品質指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識
別することと
　を備える、方法。
（項目１７）
　上記チャネル選択信号に応答して、１つ以上の第１の優先チャネルから第１のホップチ
ャネルを選択することと、
　該第１のホップチャネルを第１のアクティブチャネルにすることと、
　該第１のアクティブチャネルを使用して、上記埋込型医療装置から上記外部システムに
上記データを伝送することと、
　該チャネル選択信号に応答して、１つ以上の第２の優先チャネルから第２のホップチャ
ネルを選択することと、
　該第２のホップチャネルを第２のアクティブチャネルにすることと、
　該第２のアクティブチャネルを使用して、上記外部システムから該埋込型医療装置へ該
データを伝送することと
　を備え、
　上記１つ以上の優先チャネルは、該１つ以上の第１の優先チャネルおよび該１つ以上の
第２の優先チャネルを備える、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　上記１つ以上の優先チャネルを識別することは、１つ以上の所定の要件を満たす上記チ
ャネル品質指標のうちの１つ以上を識別することによって上記複数のチャネルから該１つ
以上の優先チャネルを識別することを備える、項目１６に記載の方法。
（項目１９）
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　上記１つ以上の優先チャネルを識別することは、チャネルをその関連付けられるチャネ
ル品質指標に従って優先順位を付けることによって、一連の優先チャネルを生成すること
を備える、項目１６および１８のいずれか１項に記載の方法。
（項目２０）
　上記チャネル品質指標は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルのノイズフロアを標示するノイズフロア指標を備えており、上
記１つ以上の優先チャネルを識別することは、上記受信信号強度指標および該ノイズフロ
ア指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別することを備
える、項目１６～１９のいずれか１項に記載の方法。
（項目２１）
　上記チャネル品質指標を生成することは、上記各チャネルを使用して上記外部システム
と上記埋込型医療装置との間で伝送されるデータが無い時に、上記複数のチャネルのうち
の各チャネルに関連付けられるノイズレベルを測定することによって、上記ノイズフロア
指標を生成することを備える、項目２０に記載の方法。
（項目２２）
　上記チャネル品質指標は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられるフレーム交換メトリクスを備えており、上記１つ以上の優先チャネルを識別する
ことは、上記受信信号強度指標および該フレーム交換メトリクスに基づいて、該複数のチ
ャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別することを備える、項目１６～２１のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目２３）
　上記フレーム交換メトリクスは、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が
関連付けられ、かつフレームの総数に対する成功したフレーム交換の数の比率である成功
比率を備えており、上記チャネル品質指標を生成することは、該成功比率を計算すること
を備える、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　上記チャネル品質指標は、上記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルの該チャネル品質指標の履歴を標示する性能履歴指標を備えて
おり、上記１つ以上の優先チャネルを識別することは、上記受信信号強度指標および該性
能履歴指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別すること
を備える、項目１６～２３のいずれか１項に記載の方法。
（項目２５）
　上記チャネル品質指標を生成することは、上記埋込型医療装置を使用して、該チャネル
品質指標のうちの各々についての少なくとも１つの品質パラメータを生成することを備え
る、項目１６～２４のいずれか１項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓律動管理（ＣＲＭ）システムであって、
　埋込み遠隔測定モジュールを含む埋込型医療装置と、
　遠隔測定リンクを介して該埋込型医療装置と通信可能に連結される外部システムであっ
て、外部遠隔測定モジュールを含む、外部システムと
　を備え、
　該埋込み遠隔測定モジュールおよび該外部遠隔測定モジュールのうちの少なくとも１つ
は、遠隔測定回路を含み、該遠隔測定回路は、
　アンテナと、
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　該アンテナに連結される送受信機であって、該送受信機は、遠隔測定セッション中に、
少なくとも１つのアクティブチャネルを使用してデータを送受信し、該少なくとも１つの
アクティブチャネルは、チャネル周波数帯域を各々が代表する複数のチャネルから選択さ
れる、送受信機と、
　該送受信機に連結されるチャネル選択器であって、該チャネル選択器は、チャネル選択
信号に応答して、優先チャネルの系列から少なくとも１つのホップチャネルを選択するよ
うに適合され、該優先チャネルの系列は、優先度によって優先順位が付けられる、チャネ
ル選択器と、
　該チャネル選択器に連結されるホップ制御器であって、該ホップ制御器は、該少なくと
も１つのホップチャネルが選択されると、該少なくとも１つのホップチャネルを該アクテ
ィブチャネルにするように適合される、ホップ制御器と、
　該チャネル選択器に連結されるチャネル品質分析器であって、該チャネル品質分析器は
、該複数のチャネルのうちの１つのチャネルと各々が関連付けられ、かつそのチャネルを
介して受信された信号の強度を標示する受信信号強度指標を各々が少なくとも含むチャネ
ル品質指標を生成するように適合され、該チャネル品質分析器は、該受信信号強度指標を
生成するように適合される受信信号強度検出器を含む、チャネル品質分析器と、
　該チャネル品質分析器に連結される優先チャネル識別器であって、該優先チャネル識別
器は、該チャネル品質指標を使用して、該複数のチャネルの優先順位を付けることにより
、該複数のチャネルから該優先チャネルの系列を識別するように適合される、優先チャネ
ル識別器と
　を含む、システム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのアクティブチャネルは、前記複数のチャネルから選択されるアク
ティブ送信チャネルと該複数のチャネルから選択されるアクティブ受信チャネルとを備え
、該アクティブ送信チャネルと該アクティブ受信チャネルとは、実質的に異なるチャネル
周波数帯域を代表しており、前記送受信機は、
　該アクティブ送信チャネルを使用して、データを伝送する送信機と、
　該アクティブ受信チャネルを使用して、データを受信する受信機と、
　前記アンテナと、該送信機および該受信機のうちの１つとの間の接続を提供する送信／
受信スイッチと
　を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記遠隔測定回路は、前記アクティブチャネルに関連付けられるデータ伝送の品質を監
視するように、かつ該データ伝送の品質が１つ以上の基準を満たさない場合に、前記チャ
ネル選択信号を生成するように、適合される遠隔測定品質モニタをさらに備える、請求項
１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記遠隔測定回路は、所定のスケジュールに従って、前記チャネル選択信号を生成する
ためのホップタイマをさらに備える、請求項１または２に記載のシステム。
【請求項５】
　前記遠隔測定回路は、前記遠隔測定セッションの開始時または開始前に、前記チャネル
選択信号を生成する遠隔測定開始モジュールをさらに備える、請求項１または２に記載の
システム。
【請求項６】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつ該チャネルのノイズフロアを標示するノイズフロア指標を備えており、前記
チャネル品質分析器は、前記外部システムと前記埋込型医療装置との間で、該チャネルを
介してデータが送信されない場合に、該複数のチャネルの各チャネルに関連付けられたノ
イズレベルを測定することによって、該ノイズフロア指標を生成するように適合されるノ
イズ検出器を備え、前記優先チャネル識別器は、少なくとも前記受信信号強度指標および
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該ノイズフロア指標を使用して、該複数のチャネルから前記優先チャネルの系列を識別す
るように適合される、請求項１～５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられるフレーム交換メトリクスを備え、前記チャネル品質分析器は、各々がフレーム交
換の総数に対するフレーム交換の成功数の比率である成功比率を含む該フレーム交換メト
リクスを生成するように適合されるフレーム交換分析器を備えており、前記優先チャネル
識別器は、少なくとも前記受信信号強度指標および該フレーム交換メトリクスを使用して
、前記複数のチャネルから前記優先チャネルの系列を識別するように適合される、請求項
１～６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルの該チャネル品質指標の履歴を標示する性能履歴指標を備え、
前記チャネル品質分析器は、該性能履歴指標を生成するように適合される性能履歴追跡器
を備え、そして前記優先チャネル識別器は、少なくとも前記受信信号強度指標および該性
能履歴指標に基づいて、該複数のチャネルから前記優先チャネルの系列を識別するように
適合される、請求項１～７のいずれかに記載のシステム。
【請求項９】
　前記外部遠隔測定モジュールは、前記遠隔測定回路を備え、前記チャネル選択器は、前
記少なくとも１つのホップチャネルおよび前記優先チャネルの系列のうちの１つ以上を特
定するデータを、前記遠隔測定リンクを介して前記埋込型医療装置に伝送するように適合
される、請求項１～８のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記チャネル品質分析器は、前記チャネル品質指標のうちの各々についての少なくとも
１つの品質パラメータを、前記埋込型医療装置から受信するように適合される品質パラメ
ータ受信機を備える、請求項１～９のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
　無線遠隔測定を介して埋込型医療装置と外部システムとの間でデータを伝送する方法で
あって、
　チャネル選択信号を受信することと、
　該チャネル選択信号に応答して、優先度によって優先順位がつけられた優先チャネルの
系列からホップチャネルを選択することと、
　該ホップチャネルをアクティブチャネルにすることと、
　該アクティブチャネルを使用して、前記埋込型医療装置と前記外部システムとの間でデ
ータを伝送することと、
　複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付けられ、かつ該１つのチャネル
を介して受信する信号の強度を標示する受信信号強度指標を各々が少なくとも含むチャネ
ル品質指標を生成することであって、該複数のチャネルのうちの各々のチャネルは、チャ
ネル周波数帯域を代表することと、
　該チャネル品質指標を使用して、該複数のチャネルの優先順位を付けることにより、該
複数のチャネルから該優先チャネルの系列を識別することと
　を包含する、方法。
【請求項１２】
　前記チャネル選択信号に応答して、第１の優先チャネルの系列から第１のホップチャネ
ルを選択することと、
　該第１のホップチャネルを第１のアクティブチャネルにすることと、
　該第１のアクティブチャネルを使用して、前記埋込型医療装置から前記外部システムに
前記データを伝送することと、
　該チャネル選択信号に応答して、第２の優先チャネルの系列から第２のホップチャネル
を選択することと、
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　該第２のホップチャネルを第２のアクティブチャネルにすることと、
　該第２のアクティブチャネルを使用して、前記外部システムから該埋込型医療装置へ該
データを伝送することと
　を包含し、
　前記優先チャネルの系列は、１つ以上の第１の優先チャネルの系列および１つ以上の第
２の優先チャネルの系列を備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルのノイズフロアを標示するノイズフロア指標を備えており、前
記優先チャネルの系列を識別することは、
　前記外部システムと前記埋込型医療装置との間で各チャネルを介してデータが送信され
ない場合に、該複数のチャネルの各チャネルに関連付けられたノイズレベルを測定するこ
とと、
　前記受信信号強度指標および該ノイズフロア指標に基づいて、該複数のチャネルから該
優先チャネルの系列を識別することと
　を包含する、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、フレーム交換の総数に対するフレーム交換の成功数の比率である成功比率を含む
フレーム交換メトリクスを備えており、前記優先チャネルの系列を識別することは、前記
受信信号強度指標および該フレーム交換メトリクスに基づいて、該複数のチャネルから該
優先チャネルの系列を識別することを包含する、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記チャネル品質指標は、前記複数のチャネルのうちの１つのチャネルに各々が関連付
けられ、かつそのチャネルの該チャネル品質指標の履歴を標示する性能履歴指標を備えて
おり、前記優先チャネルの系列を識別することは、前記受信信号強度指標および該性能履
歴指標に基づいて、該複数のチャネルから該１つ以上の優先チャネルを識別することを包
含する、請求項１０～１４いずれか１項に記載の方法。
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